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資料進め方

　○三保谷さんや友達の話を聞いて、自分と同じ考えに
　　気づいたことや新発見したことは何ですか？

　○今日の活動はどうでしたか？感想や三保谷さんへの
      メッセージをお願いします。

 ＊ないしょ（ボランティアをしている時間）
　 仕事中に時々･･･
  （ボランティアのことを考えている時間）

三保谷さんの一日

睡眠

準備

仕事
昼休み

仕事

準備

ないしょ

準備

　　　　　　　　平成 　年　 月 　日（　 ）

　　年 　　組　名前（　　　　　　  　　　）

写真②
（例：地域交流活動）

内容 時間（分） 進行上のポイント

１　アイスブレーキング
  （1）ゲストの紹介

  （2）カルタ取り
   カルタの内容（例）

仕作業の時間にごみ拾いをした。
子奉仕作業で草むしりをした。
員会活動で、老人ホームを掃除した。   
生に言われて、体の不自由な方に手紙を
書いた。

２　推理ゲーム「どんな人かな？」

推理中…

３　気づき、ふり返る。
（1）わたしにできること

（2）ゲストからの感想

（3）活動をふり返る

○グループ分けは事前に行っておく。２の推理
ゲームでゲスト情報がキーとなるため、名前
程度の紹介にとどめる。
○カルタを読み上げる。カルタの内容に当ては
まる人だけが机上のカルタを取る。
○緊張をほぐすとともに、互いの多様性に気づ
くことができるように配慮する。
○自分のボランティア活動をふり返ることがで
きるように、カルタ終了後、取れなかった人
にもカルタを渡す。
○カルタの内容は、地域や学校の実態に応じて
作成するとより効果的になる。

○ゲストがどんな人か推理できるよう、円グラフ
や写真を提示し「楽しい」をキーワードに、テン
ポよくインタビューする。仕事の時間でも・自分
の時間でもない・公の時間（ボランティア）とい
う概念でゲストの生活時間を考えさせる。

○身近に感じられるよう、ゲストは仕事着姿（頭
にタオルを巻き作業服）で参加してもらう。

○思いを行動につなげるため、カルタの上に付
箋を貼り、楽しい（自主性を取り入れた）活
動になるように自分なりに考えて書き加えさ
せる。
○付箋の内容や活動の様子に対して簡単にゲス
トから感想をもらう。服装の種明かしをする。
○ふりかえりカードに書いてもらう。45 分で
実施する際には、ここで時間（＋15 分）を
調節し、記入後に感想や気づいたことについ
て全体で共有する。

10

10

10

奉
親
委
先

家の人に言われて、
地域や子供会の廃品
回収に参加した。

進
め
方

準備物　カルタ（5枚×2×グループ数＋予備：人数分のセット）、円グラフ、写真①②（P.25に
掲載）、ふりかえりカード（P.25に掲載）（Ｂ6版1枚×人数分）、付箋、筆記用具

教　師：「どんなことをしている人なのか考えて下さい。」　
教　師：「ヒント１」
ゲスト： 円グラフを提示「僕は 1日をこんな風に過ごしています。」

教　師： 円グラフの        に塗りつぶされた部分を強調するとともに、円グラフを黒板に掲示
　　　　「この時間（       の部分を指して）はどんな時間ですか。」
ゲスト：「楽しいです。」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
教　師：　       の部分が楽しいというキーワードを板書する。 

教　師：「ヒント２」
ゲスト： 写真①と②を順に提示 
　　　　「この時間（       の部分）にこんなことをしています。」

教　師：「○○さん（今回は三保谷さん）は、楽しい時間にどんなことをして　　  
　　　　 いるんですか？」
ゲスト：          の紙をはがす。
　　　　「ボランティアなんですよ。」

＊少し間を置いて。
教　師：「みなさんのボランティアも楽しくするためには、どうしたらいいですか？」

題名

ね
ら
い

・地域で生き生きと活躍している人の生活を通し、自分のボランティア体験をふり返り、ボラ
ンティアにおける自主性について気づくことができる。

対　象　小学校高学年
時間数　30～45分「三保谷の学び」　～ボランティアにおける自主性～

写真①
（例：日本語教室）

＊子どもたちは思い思いにつぶやき、ゲスト（今回は作業服にタオル姿の三保谷さ
ん）がどんな人かインタビューを通して想像を広げる。
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